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信
州
・
伊
那
谷
を
訓
年
に
わ
た

っ
て
放
渡
し
た
俳
人
、
井
上
邦
朋

(
1
8
2
2
弓
8
7
年
)
が
近
年
、

静
か
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。
映

画
の
制
作
や
関
連
本
の
出
版
な
ど

も
続
く
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け

た
激
動
の
時
代
に
背
を
向
け
た
よ

う
な
人
生
が
、
な
ぜ
現
代
人
の
心

を
と
ら
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

(
徳
田
晋
哉
)

<
翌
印
し
ら
ぬ
身
の
楽
し
み
や

花
に
酒
>

井
月
の
生
渡
の
多
く
は
、
謎
に

包
ま
れ
て
い
る
。
幕
末
の
1
8
5

8
年
頃
、
5
0
代
半
ば
で
伊
那
に
現

れ
た
と
い
う
。
気
に
入
る
家
が
あ

れ
ば
泊
め
て
も
ら
っ
て
俳
句
な
ど

を
書
き
残
し
、
ま
た
別
の
家
に
行

く
と
い
う
、
住
所
不
定
の
暮
ら
し

を
続
け
た
。
酒
が
好
き
で
、
機
嫌

が
良
い
と
き
は
「
千
両
千
両
」
と

語
る
の
が
口
癖
だ
っ
た
。

今
で
は
、
新
潟
の
長
岡
藩
の
下

級
武
士
の
生
ま
れ
と
分
か
っ
て
い

る
。
松
尾
芭
蕉
に
心
酔
し
、
若
き

日
は
江
戸
、
京
、
大
坂
を
旅
し
た
。

自
ら
の
こ
と
を
あ

俳人井上井目ブーム

井
月
像
(
橋
爪
玉
斎

画
)
伊
那
市
創
造
館
提
供

「不安定の中の安定」

『井月句集』を編んだ復本一郎・,神奈

川大名誉教授に、その魅力を聞いた。
◇

井月が生きた時代の作品の多くは、後

に俳句革新を遂げた明治の俳人、正岡子

規から、頭で作ったような「月並俳句」と

批判されました。だが、その時代にありな

がら井月は見たもの、聞いたもの、感動

したことなどを大切にして旬を詠んだ。

<泥くさき子供の髪や雲の峰>。入道

雲がもくもくと立つ下で、伊那の子供た

ちが遊んでいる情景が目に浮かびます。

これは、松尾芭蕉の影響が大きい○当時の

俳講師が芭蕉を神格化する中で、井月は

崇めるだけでなく、作品から学んでいた。

「乞食井月」などと呼ばれますが、実

態は少し違うと思う。古典や書など相当

の教養を持っており、俳譜を愛する伊那

の人たちに旬の添削をし、書の薙竃を頼

まれてお金を縛ることもあったでしょ
う。 「不安定の中の安定」とでも呼べる

生活から旬は生まれたのです。

放
浪
と
絆
現
代
人
の
共
感

ま
り
語
ら
ず
、
漂

泊
の
未
に
行
き
倒

れ
る
よ
う
に
亡
く

な
っ
た
。

<
何
処
や
ら
に

勝
の
声
聞
く
霞
か

悶
∴〃

鵜
l
●

な
>臨

終
の
旬
も
、
鵬
し
げ
だ
。

骨

そ
の
ま
ま
忘
れ
ら
れ
て
お
か
し

く
な
い
男
が
今
、
な
ぜ
か
熱
い
。

北
村
皆
雄
さ
ん
(
7
2
)
の
映
画
『
ほ

か
い
び
と

伊
那
の
井
月
』

(
2

0
1
1
年
)
の
公
開
後
、
復
本
一

郎
編
『
井
月
句
集
』
(
岩
波
文
庫
)

が
出
版
さ
れ
、
作
品
を
味
わ
い
や

す
く
な
っ
た
。
伊
藤
伊
邦
男
『
漂

泊
の
俳
人

井
上
井
月
』

(
角
川

学
芸
出
版
)
、
北
村
さ
ん
の
『
俳

人
井
月
』

(
岩
波
現
代
全
書
)
な

ど
初
学
者
向
き
の
本
も
相
次
ぐ
。

実
は
、
現
在
ほ
ど
の
知
名
度
は

な
く
て
も
、
井
月
の
旬
に
は
脈
々

と
愛
読
者
が
い
た
。
作
品
が
残
っ

た
の
は
、
伊
那
出
身
の
医
師
が
1

9
2
1
年
、
名
家
に
散
在
し
た
作

品
を
集
め
て
句
集
を
私
家
版
で
出

し
、
知
人
の
芥
川
龍
之
介
が
激
賞

律
俳
人
、
種
田
山
頭
火
も
、
放
浪

の
大
先
輩
と
し
て
あ
こ
が
れ
、
墓

を
訪
ね
た
。
異
色
漫
画
家
、
つ
げ

義
春
さ
ん
も
『
無
能
の
人
』
で
、

自
身
の
蒸
発
願
望
と
重
ね
合
わ
せ

し
た
た
め
だ
。
山
口
出
身
の
自
由

井
月
が
放
浪
を
続
け
た
信
州
・
伊

那
谷
は
の
ど
か
な
田
圃
風
景
が
広

が
り
、
多
く
の
句
碑
が
立
つ

る
よ
う
に
丼
月
を
描
い
た
。

北
村
さ
ん
は
現
在
の
井
月
ブ
ー

ム
を
、
戦
前
、
つ
け
さ
ん
の
漫
画

が
出
た
5
0
年
代
に
続
く
第
3
期
と

と
ら
え
る
。
「
従
来
、
特
異
な
『
放

浪
』
の
側
面
を
強
調
さ
れ
が
ち
だ

っ
た
。
最
近
は
、
一
宿
一
飯
の
お

礼
に
旬
を
残
し
た
井
月
と
地
域
の

人
々
と
の
触
れ
合
い
や
筋
を
通
し

た
生
き
方
が
注
目
さ
れ
て
い
る
」

と
話
す
。

を
∴
骨

雪
を
抱
く
山
々
、
天
竜
川
に
沿

っ
て
続
く
田
畑
。
春
に
向
か
う
伊

那
を
訪
ね
る
と
、
優
し
い
光
景
が

広
が
る
。
句
集
を
開
く
。

<
春
の
日
や
ど
の
児
の
顔
も
墨

だ
ら
け
>

「
放
浪
」
と
言
え
ば
、
孤
独
を

連
想
さ
せ
る
。
だ
が
、
こ
ん
な
温

か
な
旬
を
残
し
た
男
の
人
生
は
、

こ
の
三
日
で
説
明
で
き
な
い
と
感

じ
ら
れ
て
く
る
。

I

<
春
風
や
碁
盤
の
上
の
置
き
手

紙
><

ひ
と
つ
星
な
ど
擢
も
て
晒

す
ゞ
み
>

設
熊
絹
講
読

句
碑
も
立
っ
て
い
る
。
地
元
で
顕

彰
活
動
を
す
る
矢
島
信
之
さ
ん

(
7
0
)
は
、
「
晩
年
に
肉
体
は
衰
え
、

色
々
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
井
月
は
約
年
も
地
域
の
人
に

愛
さ
れ
な
の
で
す
」
と
強
調
す
る
。

持
墾
撚
盤

れ
る
気

え
ら
れ

た
生
活
。
時
代
に
お
も

な
く
、
井
月
は
こ
の
還
岨
る
こ
と

力
と
求

心
力
の
間
を
生
き
た
。
二

1
8
0
0
と
さ
れ
る
句
に
糸
を

張
る
矛
盾
し
た
魂
の
緊
張
感
が
、

現
代
人
の
共
感
を
呼
ん
で
い
る
。

の
り

ー

/


